
令和２年度１学期学校評価
昨年度の１学期との比較

～ よりよい学校づくりに向けて ～

「夢（目標）という種をまき、努力という水をやり、

愛（励まし）という肥料を与え、

満足という大きな花を咲かせる。



１ スローガン

教職員は、意識して取り組んでいるものの、生徒の意識がまだ高
まっていない。
様々な機会をとおして「意識化」を図る必要がある。



２ 学校教育目標
「思いをめぐらし、自ら考え、判断し、
他者と協働できるたくましい生徒の育成」

「思いをめぐらせる」とい意
識は、教職員、生徒ともに高い。

これからは、その思いが「行
動」につながるようにしていく
必要がある。



２ 学校教育目標
「思いをめぐらし、自ら考え、判断し、
他者と協働できるたくましい生徒の育成」

教職員は、授業をとおして「自
ら考え、判断する」機会をつくっ
ていく必要がある。

生徒は、日常生活をとおして、
自ら考え、判断するよう努める。



２ 学校教育目標
「思いをめぐらし、自ら考え、判断し、
他者と協働できるたくましい生徒の育成」

コロナへの対応、部活動、学級づく
り等、様々な機会をとおして「他者と
協働して取り組まなければならない機
会」は数多くあります。

だからこそ「自ら積極的に協力する
態度」が必要となる。



２ 学校教育目標
「思いをめぐらし、自ら考え、判断し、
他者と協働できるたくましい生徒の育成」

困難なことに出会うとどうしても
「逃げてしまう」傾向にあることか
ら、「たくましさ」の評価が低い。

どうすれば「あきらめない強い意
志」がもてるのかが課題である。



３ 目指す生徒像

「思いやり」にい
ついては、意識をし
て取り組んでいるよ
うである。

昨年度の１学期に
比べて、やや低い結
果となっている。

昨年１学期



３ 目指す生徒像

昨年１学期

教職員は、授業を
とおして「自ら考え、
判断する」機会をつ
くっていく必要があ
る。生徒は、日常生
活をとおして、自ら
考え、判断するよう
努める。



３ 目指す生徒像

昨年１学期

★「夢や目標」をも
つことの大切さを
しっかりと伝えてい
く必要がある。

また、今学期は、
意欲的に進んで学習
する生徒が多くない
と評価されている。



３ 目指す生徒像

昨年１学期

今学期は、様々な
行事が中止となり、
具体的に動く機会が
少なかったためか、
「粘り強く取り組む
機会」が少なかった
ようである。



４ 学校生活(充実感）

昨年１学期

★ 昨年度と比較して、
「楽しくない」と解答
している生徒や保護者
が多い。その原因を
しっかり聞き取ること
がこれからの課題であ
る。



４ 学校生活(充実感）

昨年１学期

◎ 昨年度と比較して、生徒も保護
者も、教師の「思いをめぐらす」こ
とへの評価は高い。



４ 学校生活(充実感）

昨年１学期

◎ 昨年度と比較して、生徒も保護者
も、教師の「いじめ問題への対応」に
ついての評価は低くない。



５ 学習面

昨年１学期

◎ 昨年度と比較して、生徒も保
護者も、教師の「いじめ問題への
対応」についての評価は低くない。



５ 学習面

昨年１学期

△ 生徒の評価は低くなっている。
分からないことをそのままにしてい
る生徒が多くなっている。
◎ 保護者の評価は高くなっている。



５ 学習面



６ 道徳科について
昨年１学期

◎ 職員の「道徳科」への取組の評
価は高くなっている。

ローテーション道徳や「評価」に
ついての研究がより進んでいる効果
が現われているものと思われる。



６ 信頼関係について

昨年１学期

※ 教職員は、ある程度信頼を得てい
ると考えているが、保護者からの信頼
は、昨年度より低くなっている。

どこに問題があるのか、考え対応し
ていくことが求められている。



７ 生徒指導態勢について

昨年１学期

※ ９０％以上の評価である。
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